
裏小路まちなみづくりワークショップがスタートしました！ 

さいたま市 都市局 まちづくり推進部 まちづくり総務課 
電話：０４８－８２９－１４４５

○市では、岩槻駅周辺地区に残る旧城下町を偲ばせる地域資源等を活用した「岩槻歴史街道事業」を推

進していきます。 

○岩槻歴史街道事業は、回遊性を高めるために歴史の風情を感じることができる「みちづくり」と、沿

道の「まちなみづくり」を一体的に進めてまちの魅力向上を図り、人々が何度も訪れたくなるような

賑わいの創出を目指すものです。 

○今年度から、第一次ルートである「市宿通り」、「久保宿通り」、「裏小路」の内、平成２６年８月に実

施したアンケートの結果を踏まえ、裏小路を対象にして検討に着手したところです。 

「裏小路まちなみづくりワークショップ」は、裏小路沿道の岩槻

歴史街道の実現に向け、沿道の皆様などが話し合う「場」として

設置したもので、今年度は裏小路の「将来イメージ」の共有を

目指し、年度末までに４回開催する予定です。 
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３つのグループに分かれてまち歩きを行い、裏小路の残したいところ、改善したいところ、全体

として実施が必要と思うことや感じること等を探しました。 

１．まち歩き 

１班

グループ毎に、まち歩きで発見したことや感じたこと等を話し合い、大判マップに整理しました。

２．大判マップづくり 

大判マップに整理した結果を、グループ毎に発表しました。 

３．発表 

第１回ワークショップのテーマ…『まちなみの課題を見つけよう！』 

第１回は、３つのグループに分かれてまち歩きを行い、裏小路の残したいところ、改善したいとこ

ろ等を探し、まち歩きで発見したことや感じたこと等を整理しました。 

○日  時  : 平成２６年１１月２２日(土) 

１３:３０～１６:３０ 

○場  所  : 岩槻本町公民館 大会議室 

○参 加 者  : １７名 

(１班６名、２班：５名、３班：６名) 

第１回ワークショップを11月22日に開催しました！ 

○プログラム 

13:30～ 開会・ワークショップの趣旨説明 

13:45～ アンケート結果の説明 

13:55～ まち歩き 

15:05～ まち歩きで発見した残したいところ、 

     改善したいところなどの整理 

    （大判マップづくり） 

16:05～ グループ毎に発表 

16:25～ 総括 

16:30～ 次回のワークショップのご案内・閉会

まちなみの 

課題をみつけよう

第 1回

まちなみづくりの 

事例を学ぼう

第２回

将来のイメージを 

考えよう

第３回

将来のイメージを 

共有しよう

第４回

【裏小路まちなみづくり】

全4回ワークショップの概要

第２回ワークショップでは、第１回ワークショップの結果を踏まえ、まちなみづくりの事例を通じ

「どのようなまちなみづくりができるか」を考えます。事例勉強の後は、グループに分かれて将来の

まちなみのキーワードなどを考え、コンセプトについて話し合います。

開催日：１２月２０日(土)  

時 間：９：３０～１１：３０まで (受付開始 ９：１５) 

場 所：岩槻本町公民館 大会議室 ※第１回と同じ場所です。 

○当日は、直接会場にお越しください。 

○第２回からの参加でも、無理なくご参加ができる内容になっております。 

第１回ワークショップの様子 

○本ニュースは、裏小路のまちなみづくり

の取組を沿道の皆様などに広くお知らせ

するために発行するもので、創刊号であ

る今回は、１１月２２日に開催した 

「第１回裏小路まちなみづくりワーク 

ショップ」の内容をご報告します。 

★皆様も是非、ワークショップにご参加ください！ 

２班 ３班

１班 ２班 ３班

１班 ２班 ３班

裏面へ 

第２回ワークショップのご案内 



改善したいところ 改善したいところ 改善したいところ

①車のスピード制限厳守 

裏小路全体を30km/hに制限する 

②まちなみにあった街灯デザイン 

③電線の地中化 

④街灯が隠れないよう植栽を管理

⑤まちなみに調和した塀に修復

⑥分かりやすい案内板の整備、 

維持管理 

⑦防災・防犯・環境面に配慮した 

まちなみ 

ごみや空き家問題の対策をうつ 

⑧遷喬館前の駐輪場の利用方法 

遷喬館の利用者以外の人が、駐 

輪場を使用しており改善が必要

である 

①遷喬館の入口の駐輪場、駐車場

をきれいに 

②裏小路の看板が必要 

裏小路への入口や裏小路へつ

ながる小路の看板を設置する 

③狭い道路 

④空き地、空き家をきれいに 

⑤塀、門 

素材が異なるとしても色を 

統一する 

⑥景観に配慮した道路 

道路の色や素材を工夫する 

⑦時の鐘と周辺環境 

⑧裏小路公園の照明を明るく 

⑨電柱の地中化

⑩歩行の妨げになっている標識

①抜け道利用（車の速度） 

・歩行者の安全確保のため、 

一方通行規制や歩道の確保 

・横町通り側の狭い箇所を拡幅 

②看板、案内、旧区役所跡地 

・案内看板のデザインを統一 

し、数を増やす 

・跡地内に遊歩道を整備し、 

今後の見本となるように 

③駐車場 

・塀で目隠しをするなど、まち

なみに調和したデザインに統

一する。 

・遷喬館・時の鐘には少し（2～

3台）でも良いからほしい 

④電柱・電線の地中化 

大判マップ

残したいところ 

①和風の風情 

板塀、土塀、植栽、 

竹内酒店前の郵便ポスト、門 

②遷喬館、時の鐘 

③築１００年などの歴史のあ 

る家 

④家と庭の雰囲気が統一され 

た家 

大判マップ

残したいところ 

①塀、立ち木 

現状を守るためのルール

（条例）が必要である 

和風・洋風の混合は問題な

い（比率などは決めたい：

和風70%など） 

②建物 

・古いものを残したい 

・モダンな建物も調和して

いれば良い 

③道路 

裏小路公園前の石畳の 

ような舗装で、全体を統一

したい 

残したいところ 

①板塀、生垣、土塀 

②歴史、文化資産 

竹内酒店前の郵便ポスト、 

遷喬館 

③裏小路公園前の道路景観 

（石畳風）

大判マップ

残したいところ 改善したいところ 

①塀・生垣の保存 

②立ち木や植栽の保存 

③歴史ある建築物の保存 

④舗装の統一 

⑤家と庭の調和 

⑥和風の風情のある資源の保存 

①塀・生垣・門をまちなみに調和 

②駐車場をまちなみに調和 

③案内板の整備 

④舗装の統一 

⑤歩行空間の安全性の向上 

⑥電柱・電線の地中化 

⑦駐輪場の利用方法の適正化 

⑧まちなみに合った街灯の設置 

⑨防犯性の向上 

⑩環境美化 

⑪時の鐘と周辺環境 

まち巡りの方のための環境整備（ベンチ・トイレなど） 

1班 2班 3班 

その他 

①まち巡りの方のための 

環境整備 

ベンチ等の休憩所・トイレ

が必要である 

その他 

第１回ワークショップ【大判マップづくりの結果】 

総括
第２回ワークショップでは、第１回ワークショップの結果を踏まえ、事例の勉強や裏小路の 

「まちなみのキーワード」を整理し、裏小路の「まちなみのコンセプト」をまとめます。 

□□□ 

△△△ 

     ○○

キーワード

「まちなみのキーワード」 
を整理します 

『□□□の△△△が 

 漂う○○な裏小路』 

まちなみの

コンセプト

「まちなみのコンセプト」を 
まとめます 

他都市の事例を学びます

事例の勉強会

第２回ワークショップの内容 

★さいたま市のホームページでもワークショップの情報をのせています★

  さいたま市のトップページ（http://www.city.saitama.jp/index.html）から『裏小路』で検索してみてください。


